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【研究背景】Mg-Ir-O系の化合物としてイルメナイト型 MgIrO3が報告されている。イルメナイト

型MgIrO3は、転移温度 31.8 K 以下で反強磁性を示すMott絶縁体である[1, 2]。これまで、イルメ

ナイト型 MgIrO3 はソフト化学的手法による粉末試料の合成[1]のみで、単結晶や薄膜の合成例は

ない。また、イルメナイト型 MgIrO3以外のMg-Ir-O 化合物は報告されていない。今回、我々はパ

ルスレーザー堆積法でMg-Ir-O薄膜を作製する際、フルーエンスの調整による組成変化を観測し、

特定の条件でスピネル構造（Fig. 1）をもつ新規Mg-Ir-O 結晶相を発見した[3]ので報告する。 

【実験結果】酸素雰囲気の下、MgO と IrO2の混合多結晶ターゲットを用いて Al2O3(0001)単結晶

基板上に Mg-Ir-O 薄膜を堆積した。誘導結合プラズマ発光分光分析とエネルギー分散 X 線分光か

ら、レーザーフルーエンスを変えることで、薄膜中のMg/Ir組成比をおよそ 0.2 ≤ Mg/Ir ≤ 2の広い

範囲で調整できることが分かった。Out-of-plane X線回折測定では、多くの堆積条件で(111)配向の

MgOと(111)配向の Irまたは IrO2の多結晶相が観測された。一方、組成比Mg/Ir > 1となる適切な

堆積条件では、Ir または IrO2の回折ピーク強度の低減とともに、(111)配向のスピネル構造に相当

する回折ピークが現れた。この適切な堆積条件でスピネル MgAl2O4(111)基板上に Mg-Ir-O 薄膜を

堆積したところ、スピネル 111 に対応する薄膜回折ピーク強度が増大した。また、透過電子顕微

鏡観察から、Mg-Ir-O薄膜がスピネルと同様の結晶格子を形成していることが確認された（Fig. 2）。

以上の実験結果と結晶学的な考察から、現れた結晶相を逆スピネル（Fig. 1b）型 Mg2IrO4 と推定

した。講演では、堆積条件依存性と結晶学的考察の詳細について議論する。 
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Fig. 1. Structure of spinel AB2O4.  

a) Normal and b) inverse arrangements. 

 
Fig. 2. TEM image of 

Mg-Ir-O / MgAl2O4(111). 
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